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論文の内容の要旨

本論文では、有限なネットワーク資源の利用効率を向上させるための提案を 3つ行っている。本論文の第

l章で研究背景を述べた後、第 2章で、本論文で前提とする資源予約プロトコルや無線アドホックマルチホッ

プネットワークなどの予備知識を与えている。第 3章では、資源予約プロトコル RSVP(Resource reSerVation 

Protocol)において、不必要な資源を予約せず、かつ各端末からの要求に基づき忠実に予約を行う FSE(Flexible 

Shared Explicit) 資源予約方式を提案した。そして、シミュレーション実験により、提案方式では中継ルー

タで各受信端末からの資源予約要求が忠実に行われており、ボトルネックリンクで必要かつ十分な資源予約

が実現できることを示している。第 4章では、無線アドホックマルチホップネットワークのためのタイムス

ロット予約プロトコル DATSP(Distributed and Adaptive Transmission Scheduling Protocol)において、ネット

ワークトポロジが頻繁に変化する時に、通信のパフォーマンスが低下する問題を改善するため、タイムスロッ

ト割当て手続きの効率を向上させた DTAP(Distributed Transmission-slot Assignment Protocol) を提案した。

そして、シミュレーション実験により、 DTAP方式は DATSP方式と比べて、ネットワークトポロジの変更

が頻繁に生じる場合は特に、より良い平均合計スループットと、低いパケットロス率を提供することを示し

ている。第 5章では、各移動端末がGPS機能を保持していると仮定し、これにより把握した速度ベクトル

を交換してトポロジの変更を事前に予測することで、 DTAPのパフォーマンスを向上させるプロトコル

DTAPSV (DTAP with Speed Vector) を提案している。そして、シミュレーション実験により、端末の密度が

大きい時、 DTAP方式と比較して、提案方式の方がより良い平均合計スループットを提供するできることを

示している。最後に、第 6章で本論文をまとめ、今後の課題について言及している。

審査の結果の要旨

本論文では、有限なネットワーク資源の利用効率を向上させるため、インターネットや無線アドホックマ

ルチホップネットワークにおける効率的な資源予約を実現する方法について検討したものである。この問題
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を解決するための具体的な資源予約方式を 3つ提案し、シミュレーション実験によりその有効性を確認して

おり、工学的に貢献するところが極めて大きいと考えられる D 今後は、これらのプロトコルを実ネットワー

クシステム上に実装し、より現実的なネットワーク環境で本方式の有効性を示すことが望まれる。

論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格を有するも

のと認める。
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